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課　　題

基本施策

第 5 章　やさしさ、ふれあい、支え合いのまちづくり

₁　地域福祉システムの充実

₂　子育て環境の整備

₃　高齢者福祉の推進

₄　障害者福祉の推進

₅　健康づくりの推進

₆　地域医療体制の充実

●地域福祉を推進するため、組織の設立・活動への支援が必要となっています。

●安心してゆとりを持って子育てができる環境の整備が求められています。

●保育を必要とする家庭が増えているため、保育園などの待機児童の解消

に向けた取組みが必要です。

●子どもや高齢者などに対する虐待防止・早期発見・早期対応に引き続き

努める必要があります。

●地域が一体となった高齢者の介護予防や高齢者の見守り・支援体制づく

　りが必要です。

●障害者の社会参加や働く場所が確保され、地域で生活できるよう、支援

が必要となっています。

●市民が自分の健康に関心を持ち、健康づくりに自主的に取り組むことが

求められています。

●災害時に備え、災害拠点病院※・初期被ばく医療機関※としての機能整備

が必要です。

●市内のどこにいても、だれもが安心して医療を受けられる体制づくりが

求められています。



地区社会福祉協議会※などの活動を支援します

こども医療費の助成対象を拡充します

竜洋幼稚園・竜洋西保育園の整備について検討します

高齢者の見守り・支援ネットワークづくりを進めます

第 5 章
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５年間に力を入れて取り組むこと
やさしさ、ふれあい、支え合いのまちづくり

　社会福祉協議会※など福祉団体との連携を図りながら、地区社会福祉協議
会などの設立やその活動を支援します。

　病気の早期発見・治療による疾病の慢性化予防や保護者の経済的な負担
を軽減するため、平成24年 10月診療分から、通院医療費の助成対象を
中学校3年生までに拡充します。

　竜洋幼稚園・竜洋西保育園について、幼児教育と保育の充実を図るため、
将来的な幼保一体化を含めて、施設の整備についての検討を進めます。

　高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせるよう、地域における関係機
関などの連携により、高齢者の見守り・支援ネットワークづくりを進めます。

重点事業
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重点事業
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重点事業
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重点事業
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障害のある子どもに対する福祉サービスを拡充します

災害拠点病院※・初期被ばく医療機関※としての機能整備を進めます

（仮称）磐田市急患センターを整備します

重点事業
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重点事業
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重点事業
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　障害児放課後児童クラブや発達支援の提供基盤の整備を進め、障害のあ
る子どもに対する福祉サービスを拡充します。

　大規模災害時における医療体制の充実・強化を図るため、磐田市立総合
病院の災害拠点病院としての機能強化や原子力災害に備えた初期被ばく医
療機関としての機能整備を進めます。

　市民が安心して救急医療が受けられるような環境を整備するため、（仮称）
磐田市急患センターを整備します。

（仮称）磐田市急患センターイメージ図



協働の考え方

基　本　施　策
やさしさ、ふれあい、支え合いのまちづくり

第 5 章

市　民 団体・事業者 行　政
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地域福祉システムの充実第５章 基本施策１

　地域における福祉活動を推進するため、活動の担い手となるボランティアなどの活動
を支援し、地域社会を担う人材の育成を推進します。
　また、社会福祉協議会※など福祉団体との連携を図りながら、地区社会福祉協議会※

などの設立やその活動への支援を行います。

　多様化する福祉ニーズに対応するため、利用者のニーズに応じた情報の提供を行うと
ともに、民生委員児童委員や福祉委員による身近な相談体制づくりを進めます。

　子どもから高齢者、障害者など地域に住む人が安心して暮らせる環境づくりを進める
ため、道路や公共施設のバリアフリー※化を進めます。

地域福祉コミュニティ※の推進を図ります

福祉サービスの情報提供と相談体制の充実を図ります

地域で安心して暮らせる環境をつくります

1

2

3

地域福祉活動に積極的に参
加します。

地域福祉活動への支援や情
報の提供に努めます。

関係団体と連携して、地区社
会福祉協議会などの活動や設
立への支援を行います。

施策と主な取組み



協働の考え方

市　民 団体・事業者 行　政
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子育て環境の整備第５章 基本施策２

　子育て中の親の育児負担の軽減を図るため、子育て支援センター※の整備や各種講座
の開催、子育て相談員の派遣、ファミリーサポートセンター※事業などを実施します。
　また、子育てに伴う経済的な負担を軽減するため、こども医療費の助成対象を拡充します。

　保護者の就労支援や負担軽減を図るため、延長保育・休日保育などを実施するととも
に、民間保育園の整備への支援などによる定員増を図り、待機児童の解消を進めます。
　また、竜洋幼稚園及び竜洋西保育園について、将来的な幼保一体化を含めて施設の整
備について検討します。

　子どもの権利が尊重され、守られる社会を築くため、児童虐待の発生予防の啓発や発
見した場合の緊急一時預かりなどを関係機関と連携して行います。
　また、ひとり親家庭に対しては、経済的な支援やその親の就労に向けた技能訓練など
を受けるための支援を行います。

子育て支援の充実を図ります

仕事と子育ての両立を支援します

子どもや家庭への支援を行います

1

2
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保護者としての役割を再認
識し、子育ての仲間づくりや
その活動へ積極的に参加し
ます。

地域の身近な子育てを支援
するとともに、仕事と子育
てが両立しやすい環境づく
りを進めます。

安心して子育てできる環境づ
くりを進めます。

施策と主な取組み

子育て支援センター



協働の考え方

市　民 団体・事業者 行　政
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高齢者福祉の推進

障害者福祉の推進

第５章 基本施策３

第５章 基本施策４

　高齢者が健康で生きがいを持って生活できるよう、介護予防事業※を推進するととも
に、老人クラブや社団法人磐田市シルバー人材センターなどを支援します。

　障害のある方への正しい知識や理解を深めるため、啓発や交流活動を行うとともに、
その活動のサポート役となるボランティアの育成を進めます。

　増加する介護保険サービス利用者に対応するため、居宅サービス※や地域密着型サー
ビス※を充実させるとともに、適切な介護保険事業の運営を推進します。

　障害のある方ができる限り住み慣れた地域でいきいきと暮らせるよう、相談業務の充
実やきめ細かな情報提供を行います。
　また、日常の生活を支援するため、自立支援給付※や地域生活支援事業※などのサー
ビスを提供します。

　高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせるよう、地域包括支援センター※の整備を
進めるとともに、緊急通報システム機器の貸与やタクシー利用料金助成などの在宅福祉
サービスを提供し、地域包括ケアシステム※の構築を進めます。
　また、高齢者虐待の防止や孤独死防止、災害時などの緊急時における対応の充実を図
るため、地域における関係機関の見守り・支援ネットワークづくりを進めます。

生きがいづくりと介護予防を推進します

相互理解と社会参加を促進します

介護保険サービスの充実を図ります

障害者に対する福祉サービスの充実を図ります

地域の暮らしを支えるサービスの充実を図ります

1

1

2

2
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自主的な介護予防への取組
みや地域活動に積極的に参
加し、生きがいづくり・健康
づくりに取り組みます。

高齢者の見守り活動やその
生活を支援します。
適切な介護・医療・福祉サー
ビスを提供します。

高齢者支援のためのネット
ワークづくりを進めます。ま
た、適切な介護サービスの提
供と介護保険事業の運営を進
めます。

施策と主な取組み

施策と主な取組み



協働の考え方

協働の考え方

市　民

市　民

団体・事業者

団体・事業者

行　政

行　政
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健康づくりの推進第５章 基本施策５

　生涯にわたる健康づくりを進めるため、子どもから大人までの一貫した健康教育を推
進するとともに、生活習慣病予防の保健指導、健康診査やがん検診を実施します。

　妊婦と乳幼児の健康の保持・増進、育児不安の解消を図るため、妊婦・乳幼児を対象
とした健康診査や健康相談、各種教室を開催します。
　また、乳幼児や児童の疾病・異常の早期発見と早期療育に向けて、発達支援センター「は
あと」において発達や子育てに関する相談などを行うとともに、障害のある子どもに対
する療育教室・心理個別相談などの療育※事業を進めます。

　感染症を予防するため、新型インフルエンザなどの予防に関する正しい知識の普及や
乳幼児及び成人の感染症の発生・蔓延を防ぐ予防接種を実施し、その費用を助成します。

　地域における健康づくりを支援するため、磐田市健康づくり食生活推進協議会をはじ
めとした自主的活動団体などと連携して、健康情報の提供を進めます。
　また、家庭や学校、幼稚園や保育園、地域などと一体となって食育※活動を推進します。

　障害者の就労や社会参加の促進を図るため、事業主への障害者雇用の啓発や福祉就労
事業所での就労を支援するとともに、障害者の自立のための訓練などを行う施設・団体
の活動を支援します。

生活習慣病※予防を推進します

健全な発育・発達を支援します

予防接種と感染症※対策を進めます

地域における健康づくりを支援します

雇用・就労を促進します

1
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4

3

健康に関する正しい知識を
持ち、自ら積極的に生活習慣
を見直し、健康づくりに努め
ます。

障害のある人もない人も、互
いに認め合い支え合って生
活します。

市民一人ひとりの健康づく
りを支援します。過労やメ
ンタルヘルス※の悪化を未
然に防ぐことに努めます。

雇用と働きやすい職場の確
保に努めます。
個々の状況に応じた適切な
サービスを提供します。

市民の健康づくりへの支援と
適切な情報提供を進めます。

障害者の自立と社会参加を支
援する環境整備や関係団体な
どとのネットワークづくりを
進めます。

施策と主な取組み



協働の考え方

市　民 団体・事業者 行　政
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地域医療体制の充実第５章 基本施策６

　市民に、より安全でより質の高い医療サービスを提供するため、医師、看護師などの
医療スタッフの確保・充実と、関連施設・設備などの拡充により、市立総合病院の急性
期医療※機能の高度化を推進します。

　地域全体で効果的、効率的に医療を提供できる体制を強化するため、市民の最も身近
な医療の担い手である「かかりつけ医」と急性期医療の担い手である「市立総合病院」
との地域医療連携体制を構築します。

　大規模災害時における医療体制の充実・強化を図るため、自家発電機などのライフラ
イン※維持機能の整備や食料・飲料水・医薬品などの応急用資機材の備蓄などを進めます。
　また、原子力災害に備え、初期被ばく医療機関※としての機能整備を進めます。

　市民が安心して救急医療が受けられるような環境を整備するため、（仮称）磐田市急
患センターを整備し、三次救急医療機関※である市立総合病院との連携体制を強化する
ことにより、地域の救急医療体制の充実を図ります。

市立総合病院の機能整備を推進します

地域医療連携※体制を構築します

災害時医療体制の充実・強化を進めます

救急医療体制の充実を図ります

1

2

3

4

日頃からの健康管理と適切
に医療サービスを利用する
ことに努めます。

市民一人ひとりの健康づく
りの促進やかかりつけ医な
どによる医療サービスを適
切に提供します。

急性期医療を担うとともに、
市民に良質な医療を提供でき
るよう医療関係者との連携を
強化します。

施策と主な取組み



指標・目標値　一覧
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基本施策１　地域福祉システムの充実

基本施策 3　高齢者福祉の推進

基本施策 2　子育て環境の整備

基本施策 4　障害者福祉の推進

基本施策 5　健康づくりの推進

指標名 策定時
（H19）

現状
（H22）

目標値
（H28） 指標の定義

地区社会福祉協議会※などの設立地区数 9 地区 14 地区 20 地区 おおむね小学校区を範囲とする地域福祉推進組織
の設置数

ボランティア活動への参加者数 3,586 人 4,047 人 4,600 人 ボランティア活動保険に加入した人数／年

指標名 策定時
（H19）

現状
（H22）

目標値
（H28） 指標の定義

介護予防事業の効果による要介護要支
援認定者の割合 13％ 14％ 14％ 第１号被保険者※のうち、要介護要支援認定者の

割合
居宅サービス（居住系サービス※を除
く）利用者の割合 66％ 68％ 70％ 介護サービス利用者全数に対する居宅サービス利

用者の割合
地域包括支援センター※の相談件数 5,674 件 12,925 件 15,400 件地域包括支援センターで対応した相談件数

指標名 策定時
（H19）

現状
（H22）

目標値
（H28） 指標の定義

保育園の待機児童数 73 人 47 人 0 人 認定保育園の入園について待機となっている児童数

ファミリーサポートセンター※会員数 353 人 599 人 800 人 依頼会員・援助会員・両方会員の合計数

子育て支援相談件数 － 5,754 件 7,000 件 子育て支援センター、児童館、こども相談室など
の相談実績件数

指標名 策定時
（H19）

現状
（H22）

目標値
（H28） 指標の定義

ふれあい作品展の参加者数 1,157 人 1,237 人 1,500 人 ふれあい作品展の参加者数

地域生活支援事業※の利用者数 557 人 1,080 人 1,200 人 地域生活支援事業の各サービス利用人員合計／年

指標名 策定時
（H19）

現状
（H22）

目標値
（H28） 指標の定義

糖尿病有病者及び予備軍の割合 － 31.1％ 28％ 血糖値 HbA1c（ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝｴｲﾜﾝｼｰ）※5.5％（ＪＤＳ値）
以上の人の割合

21 時前に寝る子どもの割合 29.0％ 32.9％ 50％ 3 歳児健診アンケートで就寝時間 21 時前の子ど
も数／ 3 歳児健診受診者数
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地域福祉コミュニティ

基本施策 6　地域医療体制の充実

指標名 策定時
（H19）

現状
（H22）

目標値
（H28） 指標の定義

紹介率 33.0％ 60.8％ 70％ かかりつけ医などからの初診の紹介患者の人数／
市立総合病院の初診の患者などの人数

逆紹介率 22.8％ 56.5％ 60％ 市立総合病院から、かかりつけ医などへの紹介患
者の人数／市立総合病院の初診の患者などの人数

慢性疾患連携パス※の作成件数 － 0 件 5 件 慢性疾患連携パスの作成件数
( 糖尿病・腎臓病・肝炎など )

地区社協の活動
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